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千
円
で
維
持
管
理
は
で
き
る
の
か
。

答
弁　

寄
宿
舎
の
運
営
は
舎
監
・

備
品
等
の
整
備
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

全
体
の
運
営
費
用
に
つ
い
て
は
現

在
精
査
し
て
い
る
が
、
生
徒
の
負

担
は
最
低
限
で
済
む
よ
う
配
慮
し

た
い
。

五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
に
つ
い
て

委
員　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
医
療

費
扶
助
の
補
正
理
由
は
。

答
弁　

予
算
編
成
時
の
見
込
み
よ

り
利
用
者
の
増
加
が
予
想
以
上
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

委
員　

補
助
が
必
要
な
対
象
者
の

情
報
を
事
前
に
つ
か
ん
で
い
な
か

っ
た
の
か
。

答
弁　

対
象
者
全
員
に
個
人
通
知

を
行
い
、
窓
口
で
未
申
請
の
方
に

申
請
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

今
回
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
内
科

や
歯
科
の
ほ
か
、
冬
場
の
感
染
症

の
流
行
な
ど
も
影
響
し
、
金
額
が

増
え
た
も
の
と
考
え
る
。

委
員　

障
害
を
お
持
ち
の
方
に
不

自
由
を
掛
け
な
い
体
制
づ
く
り
を

お
願
い
す
る
。

委
員　

橋
梁
維
持
修
繕
事
業
・
河

川
維
持
修
繕
事
業
等
の
事
業
遅
延

の
理
由
は
。

答
弁　

10
月
の
台
風
21
号
に
よ
る

被
災
箇
所
の
災
害
査
定
対
応
を
優

先
す
る
な
か
で
の
遅
延
で
あ
る
。

委
員　

Ｊ
Ｒ
大
和
二
見
駅
前
公
衆

ト
イ
レ
整
備
事
業
の
遅
延
に
つ
い

て
。

答
弁　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る
既
存

ト
イ
レ
の
撤
去
が
予
算
上
今
年
度

実
施
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

平
成
30
年
度
に
は
Ｊ
Ｒ
の
予
算
措

置
が
で
き
平
成
30
年
５
月
中
旬
に

は
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
既
存
ト
イ
レ
の
撤

去
が
完
了
す
る
見
通
し
で
あ
り
、

６
月
に
は
新
設
ト
イ
レ
の
設
計
積

算
入
札
準
備
に
か
か
り
た
い
。

委
員　

み
ど
り
園
跡
地
整
備
事
業

６
億
１
千
万
円
の
内
容
は
。

答
弁　

現
有
施
設
の
解
体
予
算
で
、

解
体
後
の
汚
染
物
等
の
確
認
調
査

･

整
地
・
残
置
設
備
の
整
備
工
事

及
び
こ
れ
に
伴
う
施
工
管
理
費
で

あ
る
。

委
員　

新
庁
舎
敷
地
整
備
事
業
に

伴
う
敷
地
造
成
工
事
等
４
億
１
，

７
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
弁　

工
事
内
容
の
中
で
敷
地
南

西
側
に
地
下
埋
設
型
の
容
量
１
，

６
８
０
立
米
の
調
整
池
を
設
置
す

る
も
の
で
あ
る
。

委
員　

調
整
池
の
構
造
と
埋
設
位

置
は
。

答
弁　

構
造
は
計
画
通
り
変
え
ず
、

埋
設
位
置
に
つ
い
て
隣
接
す
る
民

家
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
検
討
し

た
い
。

委
員　

埋
設
型
調
整
池
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
用
マ
ン
ホ
ー
ル
に
対
す
る

安
全
管
理
は
。

答
弁　

鍵
付
き
マ
ン
ホ
ー
ル
で
設

計
す
る
な
ど
安
全
面
に
留
意
し
て

ま
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
五
條
市
立
奈
良
県
立
五
條
高
等
学

校
賀
名
生
分
校
寄
宿
舎
設
置
条
例

に
つ
い
て　

委
員　

条
例
に
な
い
詳
細
な
規
約

等
は
。

答
弁　

現
在
規
則
等
の
制
定
に
向

け
取
り
組
ん
で
お
り
、
条
例
施
行

と
同
時
に
施
行
し
た
い
。

委
員　

寄
宿
舎
の
部
屋
数
と
定
員
・

規
模
は
。

答
弁　

部
屋
数
は
学
生
用
33
室
、

管
理
人
室
・
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が
１

室
で
、
定
員
は
33
名
で
あ
る
。

委
員　

使
用
料
一
人
１
万
２
千
円

と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
１
万
２

額
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

委
員　

市
が
徴
収
す
る
場
合
と
は
。

答
弁　

共
益
費
を
集
め
ら
れ
な
い

状
況
な
ど
管
理
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
等
、
入
居
者
共
通
の

利
益
を
図
る
た
め
特
に
必
要
が
あ

る
場
合
に
規
則
で
定
め
る
費
用
を

市
が
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

五
條
市
上
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

委
員　

漏
水
対
策
で
あ
る
石
綿
管

の
交
換
費
用
と
計
画
期
間
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

事
業
総
額
５
億
４
千
万
円

で
、
10
年
計
画
と
し
、
毎
年
予
算

５
千
４
百
万
円
で
管
を
更
新
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

委
員　

国
の
補
助
金
は
。

答
弁　

４
分
の
１
の
国
庫
補
助
金

を
見
込
ん
で
お
り
、
料
金
改
定
に

つ
い
て
は
補
助
金
を
見
込
ん
だ
上

で
の
料
金
改
定
19
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。

委
員　

多
様
な
料
金
値
上
げ
な
ど

が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
値
上
げ

せ
ず
に
問
題
を
解
決
で
き
る
方
法

は
な
い
か
、
研
究
調
査
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

委
員　

値
上
げ
せ
ず
現
状
で
積
立

金
等
を
活
用
し
て
事
業
を
す
す
め

た
場
合
、
事
業
収
支
の
赤
字
は
い

つ
か
ら
発
生
す
る
の
か
。

答
弁　

資
金
が
な
く
な
る
の
が
平

成
30
年
後
半
か
ら
と
な
り
、
市
の

一
般
財
源
か
ら
の
繰
入
れ
が
必
要

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
道
路
線
の
認
定
・
変
更
・
廃
止

に
つ
い
て

委
員　

路
線
の
認
定
・
変
更
・
廃

止
に
つ
い
て
、
関
係
者
や
自
治
会

等
と
の
合
意
に
つ
い
て
は
。

答
弁　

市
道
認
定
は
地
元
と
十
分

協
議
の
う
え
行
っ
て
い
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

委
員　

衛
生
セ
ン
タ
ー
解
体
撤
去

工
事
に
当
た
り
、
地
域
住
民
へ
の

説
明
は
。

答
弁　

工
事
着
工
前
に
隣
接
民
家

の
建
物
調
査
を
行
い
、
周
辺
道
路

や
民
家
等
へ
の
ほ
こ
り
や
土
砂
等

の
飛
散
防
止
、
定
期
的
に
道
路
及

び
周
辺
の
清
掃
な
ど
の
配
慮
を
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

委
員　

防
音
シ
ー
ト
・
養
生
シ
ー

ト
等
処
置
を
き
ち
ん
と
行
う
な
ど
、

監
視
・
監
督
を
お
願
い
し
た
い
。

委
員　

建
物
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の

有
無
は
。

答
弁　

事
前
の
調
査
で
は
、
各
機

械
設
備
に
使
わ
れ
て
い
る
パ
ッ
キ

ン
・
ガ
ス
ケ
ッ
ト
類
等
に
石
綿
使

用
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
製
造

年
月
日
等
を
確
認
し
、
諸
法
令
を

遵
守
し
た
適
切
な
解
体
処
分
を
行

う
よ
う
仕
様
書
に
記
載
し
て
い
る
。

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

　
五
條
市
営
住
宅
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て　

委
員　

共
益
費
の
明
細
や
従
来
の

徴
収
手
法
や
金
額
は
。

答
弁　

共
益
費
と
は
、
共
同
住
宅

に
お
け
る
共
用
施
設
で
あ
る
階
段

の
電
灯
代
や
浄
化
槽
の
く
み
取
り

費
用
等
の
衛
生
費
な
ど
維
持
運
営

の
費
用
で
、
従
来
は
各
自
治
会
等

に
お
い
て
徴
収
し
、
運
営
さ
れ
て

い
る
。
金
額
は
各
団
地
で
維
持
運

営
の
費
用
が
違
う
た
め
、
徴
収
金



議 案 名

議
決
結
果

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議 案 名 議　案　の　概　要

議第５８号　五條市上水道事業給水条例の一部改正に
ついて

専決処分の報告、承認を求めることについて
（平成２９年度五條市一般会計補正予算（第５号））

台風２１号災害等で被災した施設等を復旧するため特に
急を要し、専決処分を行った

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部が
改正されたことに伴う、条例の一部改正
（公布の日から施行）

発議第８号　議第５８号　五條市上水道事業給水条例
の一部改正に対する附帯決議について

発議第９号　教育長の給与、勤務時間その他の勤務条
件に関する条例の一部を改正する条例について

五條市立指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につい
て

地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一
部を改正する法律による介護保険法の改正に伴う規定の
整備を行うため（平成３０年４月１日から施行）

平成２９年第１回臨時会及び平成２９年第４回１２月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　欠＝欠席　　退＝退席　　長 ＝議長

　市内における廃棄物（果実くず）の投棄について、
地元水利組合から議長宛に要望書が提出され、１２
月定例会期中の１２月１９日（火）、厚生建設常任
委員会において、現地視察を行い、担当課である生
活環境課から説明を受けました。

15 表決結果と議決結果ほか 14表決結果と議決結果

議 案 名 議　案　の　概　要

五條市５万人の森公園に係る指定管理者の指定に
ついて

平成３０年４月１日から３年間、指定管理者にアスカ美装株
式会社を指定

工事請負契約の締結について

市道路線の認定について 道路新設改良事業に伴い、新規に認定道路とするため
市道西河内６号線
（延長＝２１８．１ｍ・幅員＝４．０～７．３ｍ）

【第1回臨時会】
平成２９年度五條市一般会計補正予算（第４号）議定
について

補正予算額　１９７，０５６千円
（総務管理費の追加）

五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校寄宿舎設置
条例の制定について

五條市立居宅介護支援事業所条例の一部改正について 五條市西吉野支所の地番が変更されたことに伴う、条例
の一部改正（公布の日から施行）

地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一
部を改正する法律による介護保険法の改正に伴う規定の
整備を行うため（平成３０年４月１日から施行）

五條市立指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部改正について

都市公園法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（公布の日から施行）

長○ ●● ○○ ○○● ○ 可決● ●

  

伊   

谷     

賢   

司

  

平   

岡     

清   

司

  

窪   　

    

佳   

秀

  

吉   

田    　

   

正

  

牧   

野     

雅   

一

 

養   

田     

全   

康

  

大   

谷     

龍   

雄
  

山   

口     
耕   
司

  

岩  

本    　

    

孝
  

福  

塚    　

    
実

  
藤  

冨  

美  

恵  

子

吉   
田     

雅   

範

【第1回臨時会】
専決処分の報告、承認を求めることについて
(平成２９年度五條市一般会計補正予算（第３号）)

第４８回衆議院議員総選挙に係る予算措置に特に急を要
し、専決処分を行った

【第1回臨時会】
財産の取得について

五條市新庁舎（国・県・市集合型）整備事業のため、財
産の取得を行う（五條市岡口１丁目１１０番外１筆）

長○ ○● ○○ ○○退 ○ 可決○ ○

長○ ○● ○○ ○○○ ○ 可決○ 退

五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校寄宿舎を設置
する（平成３０年４月１日から施行）

五條市都市公園条例の一部改正について

市営住宅の共益費の徴収に関する規定を追加するため及
び公営住宅法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（平成３０年４月１日から施行）

五條市営住宅条例等の一部改正について

市道路線の認定について 県営ほ場整備事業のため
市道山陰１３号線（延長 １０９．０ｍ・幅員 ４．０ｍ）
市道山陰１４号線（延長 ２５１．１ｍ・幅員 ４．０ｍ）
市道大津１２号線（延長 １１４．７ｍ・幅員 ４．０ｍ）

市道路線の変更について 県営ほ場整備事業に伴う起終点所在の変更及び起点の変更の
ため
市道表野２号線　（延長 ３２４．５ｍ・幅員 ７．３～９．７ｍ）
市道表野６号線　（延長 ４５５．７ｍ・幅員 １．５～３．１ｍ）
市道表野１１号線（延長 ６６８．７ｍ・幅員 １．７～５．５ｍ）
市道表野１５号線（延長 ７１．８ｍ・幅員 ３．５～４．０ｍ）
市道表野１６号線（延長 ６８３．８ｍ・幅員 ２．０～４．６ｍ）
市道表野１７号線（延長 ４９９．８ｍ・幅員 １．８～５．５ｍ）
市道表野１９号線（延長 １５５．５ｍ・幅員 １．５～２．３ｍ）
市道山陰２号線　（延長 ２５９．９ｍ・幅員 ２．６～４．２ｍ）
市道山陰４号線　（延長 １２７．９ｍ・幅員 ２．４～４．８ｍ）
市道山陰１２号線（延長 １７９．２ｍ・幅員 ４．３～８．６ｍ）
市道大津７号線　（延長 ７５５．０ｍ・幅員 ３．０～１０．２ｍ）
市道大津９号線　（延長 ２３５．０ｍ・幅員 ２．３～５．６ｍ）
市道中１０号線　（延長 ４０５．０ｍ・幅員 １．６～５．６ｍ）
市道山陰１１号線
　　  （延長 ６６４．１から５９９．６ｍ・
　　　  幅員 ２．３～３．６ｍから２．６ｍ～４．０ｍ）

市道路線の廃止について 県営ほ場整備事業のため
市道大津８号線（延長＝１４１．９ｍ・幅員＝２．３～２．９ｍ）

衛生センター解体撤去工事
（契約金額　２４２，１２５，２００円）

平成２９年度五條市一般会計補正予算（第６号）
議定について

補正予算額　２７，３６１千円
（戸籍住民基本台帳費・社会福祉費・清掃費・道路橋梁費・
　河川費・都市計画費の追加）

平成２９年度五條市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）議定について

補正予算額　５００千円
（償還金及び償還加算金の追加）

　前回の市議会だよりＧＯＪＯ Ｎｏ.６５に誤りがあり
ましたので、お詫びし、訂正いたします。
・１０ページ「地域公共交通について」理事者答弁
正しくは　理事
・１６ページ「議長交際費」賛助的経費及び合計金額
正しくは　賛助的経費　４５，６８０円
　　　　  合計金額　　 ９７，６８０円

おわびと訂正

五條市監査委員の選任について 五條市監査委員に  岩本  孝氏（現　五條市議会議員）を選任

厚生建設常任委員会視察

　

11
月
６
日
月
曜
日
、
南
奈
良

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
、
平
成
29
年
第
２
回
南
和

広
域
医
療
企
業
団
議
会
の
概
要

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
28
年

度
南
和
広
域
医
療
企
業
団
病
院

事
業
会
計
決
算
認
定
、
平
成
29

年
度
南
和
広
域
医
療
企
業
団
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

案
、
南
和
広
域
医
療
企
業
団
職

員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
等
５
議
案
に
つ
い
て
理
事
者

側
か
ら
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
理
事
者
側
か
ら
南
和

広
域
医
療
企
業
団
病
院
事
業
会

計
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
算
出
で

は
県
か
ら
の
借
入
金
で
１
億
３
，

４
１
６
万
６
，
０
０
０
円
の
黒

字
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
説
明･

報
告
を
了
承
し
、
委
員
会
を
終

了
。

　

続
い
て
本
会
議
が
行
わ
れ
、

付
託
さ
れ
ま
し
た
５
議
案
に
つ

い
て
採
決
を
行
い
、
全
会
一
致

で
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議

会
の
報
告　
　

  （
概
要
）



議 案 名

議
決
結
果

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議 案 名 議　案　の　概　要

議第５８号　五條市上水道事業給水条例の一部改正に
ついて

専決処分の報告、承認を求めることについて
（平成２９年度五條市一般会計補正予算（第５号））

台風２１号災害等で被災した施設等を復旧するため特に
急を要し、専決処分を行った

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部が
改正されたことに伴う、条例の一部改正
（公布の日から施行）

発議第８号　議第５８号　五條市上水道事業給水条例
の一部改正に対する附帯決議について

発議第９号　教育長の給与、勤務時間その他の勤務条
件に関する条例の一部を改正する条例について

五條市立指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につい
て

地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一
部を改正する法律による介護保険法の改正に伴う規定の
整備を行うため（平成３０年４月１日から施行）

平成２９年第１回臨時会及び平成２９年第４回１２月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　欠＝欠席　　退＝退席　　長 ＝議長

　市内における廃棄物（果実くず）の投棄について、
地元水利組合から議長宛に要望書が提出され、１２
月定例会期中の１２月１９日（火）、厚生建設常任
委員会において、現地視察を行い、担当課である生
活環境課から説明を受けました。

15 表決結果と議決結果ほか 14表決結果と議決結果

議 案 名 議　案　の　概　要

五條市５万人の森公園に係る指定管理者の指定に
ついて

平成３０年４月１日から３年間、指定管理者にアスカ美装株
式会社を指定

工事請負契約の締結について

市道路線の認定について 道路新設改良事業に伴い、新規に認定道路とするため
市道西河内６号線
（延長＝２１８．１ｍ・幅員＝４．０～７．３ｍ）

【第1回臨時会】
平成２９年度五條市一般会計補正予算（第４号）議定
について

補正予算額　１９７，０５６千円
（総務管理費の追加）

五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校寄宿舎設置
条例の制定について

五條市立居宅介護支援事業所条例の一部改正について 五條市西吉野支所の地番が変更されたことに伴う、条例
の一部改正（公布の日から施行）

地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一
部を改正する法律による介護保険法の改正に伴う規定の
整備を行うため（平成３０年４月１日から施行）

五條市立指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部改正について

都市公園法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（公布の日から施行）

長○ ●● ○○ ○○● ○ 可決● ●

  

伊   

谷     

賢   

司

  

平   

岡     

清   

司

  

窪   　

    

佳   

秀

  

吉   

田    　

   

正

  

牧   

野     

雅   

一

 

養   

田     

全   

康

  

大   

谷     

龍   

雄

  

山   

口     

耕   

司

  

岩  

本    　

    

孝

  

福  

塚    　

    

実

  

藤  

冨  

美  

恵  

子

吉   

田     

雅   

範

【第1回臨時会】
専決処分の報告、承認を求めることについて
(平成２９年度五條市一般会計補正予算（第３号）)

第４８回衆議院議員総選挙に係る予算措置に特に急を要
し、専決処分を行った

【第1回臨時会】
財産の取得について

五條市新庁舎（国・県・市集合型）整備事業のため、財
産の取得を行う（五條市岡口１丁目１１０番外１筆）

長○ ○● ○○ ○○退 ○ 可決○ ○

長○ ○● ○○ ○○○ ○ 可決○ 退

五條市立奈良県立五條高等学校賀名生分校寄宿舎を設置
する（平成３０年４月１日から施行）

五條市都市公園条例の一部改正について

市営住宅の共益費の徴収に関する規定を追加するため及
び公営住宅法の一部改正に伴う規定の整備を行うため
（平成３０年４月１日から施行）

五條市営住宅条例等の一部改正について

市道路線の認定について 県営ほ場整備事業のため
市道山陰１３号線（延長 １０９．０ｍ・幅員 ４．０ｍ）
市道山陰１４号線（延長 ２５１．１ｍ・幅員 ４．０ｍ）
市道大津１２号線（延長 １１４．７ｍ・幅員 ４．０ｍ）

市道路線の変更について 県営ほ場整備事業に伴う起終点所在の変更及び起点の変更の
ため
市道表野２号線　（延長 ３２４．５ｍ・幅員 ７．３～９．７ｍ）
市道表野６号線　（延長 ４５５．７ｍ・幅員 １．５～３．１ｍ）
市道表野１１号線（延長 ６６８．７ｍ・幅員 １．７～５．５ｍ）
市道表野１５号線（延長 ７１．８ｍ・幅員 ３．５～４．０ｍ）
市道表野１６号線（延長 ６８３．８ｍ・幅員 ２．０～４．６ｍ）
市道表野１７号線（延長 ４９９．８ｍ・幅員 １．８～５．５ｍ）
市道表野１９号線（延長 １５５．５ｍ・幅員 １．５～２．３ｍ）
市道山陰２号線　（延長 ２５９．９ｍ・幅員 ２．６～４．２ｍ）
市道山陰４号線　（延長 １２７．９ｍ・幅員 ２．４～４．８ｍ）
市道山陰１２号線（延長 １７９．２ｍ・幅員 ４．３～８．６ｍ）
市道大津７号線　（延長 ７５５．０ｍ・幅員 ３．０～１０．２ｍ）
市道大津９号線　（延長 ２３５．０ｍ・幅員 ２．３～５．６ｍ）
市道中１０号線　（延長 ４０５．０ｍ・幅員 １．６～５．６ｍ）
市道山陰１１号線
　　  （延長 ６６４．１から５９９．６ｍ・
　　　  幅員 ２．３～３．６ｍから２．６ｍ～４．０ｍ）

市道路線の廃止について 県営ほ場整備事業のため
市道大津８号線（延長＝１４１．９ｍ・幅員＝２．３～２．９ｍ）

衛生センター解体撤去工事
（契約金額　２４２，１２５，２００円）

平成２９年度五條市一般会計補正予算（第６号）
議定について

補正予算額　２７，３６１千円
（戸籍住民基本台帳費・社会福祉費・清掃費・道路橋梁費・
　河川費・都市計画費の追加）

平成２９年度五條市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）議定について

補正予算額　５００千円
（償還金及び償還加算金の追加）

　前回の市議会だよりＧＯＪＯ Ｎｏ.６５に誤りがあり
ましたので、お詫びし、訂正いたします。
・１０ページ「地域公共交通について」理事者答弁
正しくは　理事
・１６ページ「議長交際費」賛助的経費及び合計金額
正しくは　賛助的経費　４５，６８０円
　　　　  合計金額　　 ９７，６８０円

おわびと訂正

五條市監査委員の選任について 五條市監査委員に  岩本  孝氏（現　五條市議会議員）を選任

厚生建設常任委員会視察
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日
月
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催
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２
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。
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業
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第
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案
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和
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域
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職
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行
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５
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。
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、
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を
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。
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い
て
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会
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が
行
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れ
、

付
託
さ
れ
ま
し
た
５
議
案
に
つ

い
て
採
決
を
行
い
、
全
会
一
致

で
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議

会
の
報
告　
　

  （
概
要
）
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平成 30年（2018 年）２月１日

五
條
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
及
び

　
　
　
　
　

第
４
回
12
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
10
月
23
日
に
開
会
し
、

会
期
を
10
月
25
日
ま
で
の
３
日
間
と
決
定
し
、
提
出
議
案

の
説
明
を
受
け
、
議
案
の
審
議
及
び
議
決
を
行
い
、
25
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
第
４
回
12
月
定
例
会
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

負
託
を
受
け
た
初
議
会
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
12
月
４
日

に
開
会
、
会
期
を
12
月
25
日
ま
で
の
22
日
間
と
決
定
し
、

ま
ず
正
・
副
議
長
の
選
挙
や
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
の
選
任
並
び
に
「
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
」「
新

庁
舎
建
設
及
び
周
辺
道
路
整
備
特
別
委
員
会
」
な
ど
の
設

置
を
行
い
、
７
日
に
は
市
長
か
ら
市
政
報
告
と
提
出
議
案

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
五
條
市
立
奈
良
県
立
五
條
高
等
学
校

賀
名
生
分
校
寄
宿
舎
設
置
条
例
の
制
定
を
始
め
、
市
道
路

線
の
認
定
及
び
変
更
、
平
成
29
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
、
五
條
市
監
査
委
員
の

選
任
な
ど
の
重
要
案
件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
か
ら
は
、
精
神
障
害
者
の
交
通
運
賃
割
引
を
求
め
る

意
見
書
並
び
に
、
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の

特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
等
に
関
す
る
意
見
書
や
、
五
條
市
上
水

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
提

案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
９
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
12
月
22
日
に
議
事
日
程
を

終
了
し
閉
会
し
ま
し
た
。 　

編　

集　

後　

記

　

今
年
も
は
や
２
月
、
暦
の

上
で
は
立
春
も
間
近
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
そ

う
で
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
66
号
か
ら
新
し
い

メ
ン
バ
ー
で
編
集
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
一
同
よ
り
よ
い
広

報
誌
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
こ

の
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご

感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
に
は
本
年
の
第
１
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会
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11
月
６
日
月
曜
日
、
南
奈
良

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
、
平
成
29
年
第
２
回
南
和

広
域
医
療
企
業
団
議
会
の
概
要

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

議
案
審
議
で
は
、
平
成
28
年

度
南
和
広
域
医
療
組
合
病
院
事

業
会
計
決
算
認
定
、
平
成
29
年

度
南
和
広
域
医
療
企
業
団
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
案
、

南
和
広
域
医
療
企
業
団
職
員
の

配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
等

５
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
理
事
者
側
か
ら
南
和

広
域
医
療
企
業
団
病
院
事
業
会

計
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
算
出
で

派
遣
か
ら
の
借
入
金
で
１
億
３
，

４
１
６
万
６
，
０
０
０
円
の
黒

字
に
な
っ
て
い
る
な
ど
の
説
明･

報
告
を
了
承
し
、
委
員
会
を
終

了
。

　

続
い
て
本
会
議
が
行
わ
れ
、

付
託
さ
れ
ま
し
た
５
議
案
に
つ

い
て
採
決
を
行
い
、
全
会
一
致

で
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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　  精神障害者の交通運賃割引を求める意見書

　障害者基本法は、精神障害者も身体障害者及
び知的障害者と同じ障害者として定義されてお
り、障害者の自立及び社会参加支援等に向けた
基本理念を定めております。
　障害者の自立や社会参加を促進するためには
公共交通機関などの移動支援の確保が必要不可
欠であり、各種交通事業者は、ＪＲ、民間鉄道、
航空、旅客船、バス、タクシー、高速道路など
を対象に障害者に対する交通運賃割引制度を設
け、障害者の経済的負担の軽減を図っておりま
す。
　しかし、精神障害者については、現在もなお
交通運賃割引制度の対象から除外されており、
社会参加を促す上で大きな課題となっておりま
す。
　精神障害者家族会の全国組織である全国精神
保健福祉会連合会が実施したアンケート調査結
果（回答者約４，８００人）によると、精神障
害者の１カ月の平均収入は約６万円、そして無
年金者は約２０％にも及び、当然のこととして
交通費の負担が大きく、作業所に行くのをやめ
た、どこにも出かけないようにしている、外出
は自転車で行ける範囲など、社会参加には、ほ
ど遠い深刻な実態が明らかになっております。
　改正障害者基本法、障害者総合支援法、障害
者差別解消法などの国内法が整備され、平成26
年２月に国連障害者権利条約が締結され、同条
約第２０条では「障害者自身が、自ら選択する
方法で、自ら選択する時に、かつ、負担しやす
い費用で移動することを容易にすること。」及
び第４条では「障害者に対する差別となる既存
の法律、規則、慣習及び慣行を修正し、又は廃
止するための全ての適当な措置(立法を含む。)
をとること。」「この条約と両立しないいかな
る行為又は慣行も差し控えること。また、公の
当局及び機関がこの条約に従って行動すること
を確保すること。」と定めております。
　一連の国内法や条約に照らせば、障害者の交
通運賃割引制度から精神障害者が除外されてい
る状況は、一刻も早く是正されなければならな
い問題であります。
　よって、国においては、精神障害者も身体障
害者及び知的障害者と同等に交通運賃割引制度
の適用対象とするよう各種交通事業者に働きか
け、必要な措置を講ずるよう強く要望する。

 　ここに地方自治法第９９条の規定により意見
書を提出する。

　平成２９年１２月２２日　　   五 條 市 議 会

    道路整備事業に係る国の財政上の 特別措置に関す
る法律の規定による補助率等の嵩上げ措置の継続等
に関する意見書書

　五條市は、奈良県の南和地域の中心として大阪府、
和歌山県、吉野方面に向かう結節点であり、古来よ
り交通の要衝として発展してきたが、近年は高齢化
と若者の人口流出により人口減少に歯止めがかから
ない状況の下、市内３地区において県とまちづくり
連携協定を締結し、地域活性化に向けて、基本構想・
基本計画を策定し、まちづくりを進めております。
　本年、念願でありました京奈和自動車道の五條北
インターチェンジから御所南インターチェンジ間が
８月に開通し、和歌山ジャンクションから橿原高田
インターチェンジ間の６１．７ｋｍが１本に繋がっ
たところでありますが、以北の橿原高田インターチ
ェンジから橿原北インターチェンジ間は未整備であ
ることから、休日は開通区間のトンネル内部まで渋
滞が発生している状況下にあり、京奈和自動車道の
早期の全線開通は不可欠であります。
　また、山間地域である西吉野町、大塔町へ繋がる
１６８号は毎年のように土砂崩れによる通行止めが
発生し、地域住民の生活道路を寸断するばかりだけ
ではなく、近隣の十津川村、野迫川村の産業や観光
などの地域振興の発展にも大きな影響を及ぼしてい
る状況であります。
　平成２３年９月の紀伊半島大水害により、県南部
を中心に甚大な被害が発生し、近年ようやく復興に
向けて進み始めているところではありますが、近い
将来に発生が危惧される南海トラフ大地震や、今後
も発生するであろう土砂災害に備え、命の道である
国道１６８号の災害防除事業や地域高規格道路の整
備は、本市において極めて重要な施策であり、課題
解決までには、まだまだ道のりは長く険しいところ
であります。
　このような状況において、「道路整備事業に係る
国の財政上の特別措置に関する法律」の規定による
補助率等の嵩上げ措置が、平成２９年度で終了とな
ることは、本市の今後の産業、観光の発展を大きく
揺るがすものであります。
　よって、国におかれましては、道路財特法の嵩上
げ措置を、平成３０年度以降も継続し、今後とも
「国民の安全安心の確保」や「地方の産業・観光の
発展による地域の活性化」の実現に向けて、地方の
道路財源をより一層充実強化されるよう強く求め
るものである。
    
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を
提出する。

　平成２９年１２月２２日　　  五 條 市 議 会
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